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(2) 仮想、き裂長さと g の関係を示す指数(仮想き裂のエネルギー解放率の増加指数 m) と応力分布の関係を，外荷
重の場合と熱負荷による残留応力の場合について数値計算で検討し g 値の比を用いる評価方法の適用可能範囲
および、その精度について明らかにしている。また， この評価方法を適用するために界面端部の接合による残留応力
をそろえておく必要があり，その条件を満たすための試験片寸法の範囲を明らかにしている。
(3) 金属一金属のろう付け継手，溶射材の皮膜一基材接合部，金属一接着剤継手および金属一レジン継手などを対象
として，引張試験に加えて接合界面強度評価試験として特に試作したねじり試験機による界面ねじり試験により界
面強度を実験的に評価している。その結果，ここで提案する g 値の比による評価法によって界面強度の相対評価
が精度よく行えることを確認し提案した界面強度評価手法の妥当性を明らかにしている。
以上のように本論文は，特異応力場の大きさと分布の両者を考慮した新しい破壊パラメータの導入により異材継手
の界面強度を簡便に評価する方法を提案しその適用の範囲および精度を明らかにしており，その成果は接合工学お
よび生産加工工学の発展に貢献するところ大である。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるD
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